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Ⅰ　教員養成機関の現況及び特徴

１　現況

（１）教員養成機関（学部）名：○○大学○○学部
（２）所在地：○○県○○市○○町○－○－○
（３）学生数及び教員数（平成　　年５月１日現在）

　　　学生数　○○人

　　　教員数　○○人（うち、教育委員会との交流人事○人）

２　特徴

　
Ⅱ　教員養成機関の目的
　

Ⅲ　基準領域ごとの自己分析
基準領域１　構成員の合意に基づく主体的な教員養成教育の取り組み
１　基準ごとの分析

基準１－１　〔教員養成教育に対する理念の共有〕
○　各教員養成機関は、「教員となり得る人材を養成する」ことを、機関の教育目標のひとつに適切に位置づけるとともに、その理念を構成員が共通理解するための手立てを講じていること
［基準に係る状況］

　【総評】
《根拠となる資料・データ等》
基準１－２　〔教職課程のカリキュラム編成の工夫〕
○　各教員養成機関は、一貫性のあるアドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーのもとに、主体的に教員養成カリキュラムを編成していること
［基準に係る状況］

　
　【総評】
《根拠となる資料・データ等》

基準１－３　〔教職員の組織体制に関する工夫〕
　○　各教員養成機関は、教員養成教育を提供するにふさわしい教職員の組織体制を整え、学生の指導にあたること
［基準に係る状況］

　
　【総評】
《根拠となる資料・データ等》
基準１－４〔教職課程に対する自律的・恒常的な改善システムの構築と運用〕
　○　各教員養成機関は、教員養成教育のあり方を恒常的に見直し、改善につなげるシステムを自律的に構築し、運用していること
［基準に係る状況］

　【総評】
《根拠となる資料・データ等》

　

２　特記すべき事項
基準領域２　教職を担うべき適切な人材の確保
１　基準ごとの分析

基準２－１　〔教職課程への学生の導入に関する工夫〕
　○　各教員養成機関は、教職課程（教員養成系大学・学部にあっては教員養成課程）において教員養成教育を提供するに際して、将来的に教職を担うにふさわしい人材を対象とするべく必要な手立てを講じること
［基準に係る状況］

　

　【総評】
《根拠となる資料・データ等》

　

基準２－２　〔教職課程履修生／教職志望学生への適切な支援と指導〕
　○　各教員養成機関は、教員養成教育を受けている学生に対して、その折々で適切な支援と指導を行うこと
［基準に係る状況］

　

　【総評】
　
《根拠となる資料・データ等》

　
２　特記すべき事項
基準領域３　教職へのキャリア・サポート
１　基準ごとの分析

基準３－１　〔教職への意欲や適性の把握〕
　○　各教員養成機関は、教員養成教育を受けている学生の意欲や適性の把握に努めるとともに、教職に向けての適切なキャリア支援を行うこと
［基準に係る状況］

　

　【総評】
《根拠となる資料・データ等》

基準３－２　〔履修指導を支える組織体制やシステムの充実〕
　○　各教員養成機関は、教員養成教育を受ける学生が主体的にキャリア形成を行うべく、必要な組織体制やシステムを整えること
［基準に係る状況］

　

　【総評】
《根拠となる資料・データ等》

２　特記すべき事項

基準領域４　大学教育の一環としての教員養成カリキュラムの運営
１　基準ごとの分析

基準４－１　〔大学としての自律性とスタッフ・教育課程の充実〕
　○　各教員養成機関は、大学としてふさわしい自律性を持ってカリキュラムを構成し、その中に教員養成教育を適切に位置づけること
［基準に係る状況］

　

　【総評】
《根拠となる資料・データ等》

　

基準４－２　〔創造的な課題発見・課題解決を促す修学環境や授業方法の充実〕
　○　各教員養成機関は、教員養成教育のカリキュラムにおいて、学生自らが創造的に課題を発見し、解決する主体的な学びを構築するような方策を講じること
［基準に係る状況］

　

　【総評】
《根拠となる資料・データ等》

２　特記すべき事項

　
基準領域５　子どもの教育課題と大学教育との関連づけ
１　基準ごとの分析

基準５－１　〔学校現場への理解と教育実習の充実〕
　○　各教員養成機関は、学校現場についての理解を醸成するとともに、その理解に基づく適切な実習プログラムを設定し、運用すること
［基準に係る状況］

　

　【総評】
《根拠となる資料・データ等》

基準５－２　〔体験の省察・構造化の充実に関する工夫〕
　○　各教員養成機関は、教員養成教育の中に様々な体験活動を適切に位置づけるとともに、あわせてその体験を省察し、構造化する機会を提供すること
［基準に係る状況］

　

　【総評】

《根拠となる資料・データ等》

　

基準５－３　〔教育関連諸機関との連携・協力体制の構築と充実〕
　○　各教員養成機関は、教員養成教育を提供するに際し、教育関係の諸機関と適切な連携・協力体制を構築し、それを恒常的に改善していること
［基準に係る状況］

　

　【総評】

《根拠となる資料・データ等》

　

２　特記すべき事項

Ⅳ　自己分析書の作成過程
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